
 皆様、本日はお忙しい中ご参加いただき、誠にありがとうございます。
CFOの松下です。

 本日は、2025年3月期第1四半期決算実績、2025年3月期通期業績予想及
び配当予想、セグメントの状況、中期経営計画の取り組み状況と、先日
国土交通大臣宛てに申請をいたしました、鉄道運賃・料金の改定につい
て説明いたします。

 まず、「2025年3月期第1四半期決算実績」について説明します。5ペー
ジをご覧ください。









 営業収益は、鉄道事業を始めとした各事業における需要が回復したこと
などにより、対前年で62億円増の1,041億円となりました。

 営業利益は、営業収益の増加により、対前年で12億円増の147億円。
EBITDAも、対前年で24億円増加し、236億円となりました。

 また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年に実施しましたドラ
ッグイレブン株式の売却に伴う譲渡益の減などにより、対前年で63億円
減の114億円となりました。

 次に、「通期業績予想」について説明します。9ページをご覧ください。









 通期業績予想及び配当予想については、5月9日公表の予想から変更し
ておりません。

 引き続き、各セグメントにおける収入費用の動向を注視しつつ、今期業
績予想及び中期経営計画の数値目標達成に向けた各種施策を推進してま
いります。

 次に、「セグメントの状況」について説明します。14ページをご覧く
ださい。











 運輸サービスセグメントにおいては、鉄道旅客運輸収入がほぼ想定通りに
推移しました。

 内訳を見ますと、定期外収入が想定よりもやや弱含み、定期収入が想定よ
りもやや強含み、結果として全体ではインラインという状況です。

 鉄道事業の費用については、新人事賃金制度の開始により人件費が前年よ
り増加していますが、人件費含めてそれぞれの費用はほぼ想定通りに推移
しています。

 次のページをご覧ください。



 次に鉄道事業のインバウンドの状況について説明します。

 第1四半期のインバウンド収入は、前期の第3四半期、第4四半期とほぼ同
水準で推移しました。

 インバウンド収入の過半を占めるJR九州レールパスの発売数は、前年同
期比で120％強で推移しております。

 地域別販売先について、中国からのお客さまのご利用に回復が見られ、
コロナ禍前と比較しても伸⾧しております。

 17ページをご覧ください。





 次に、不動産・ホテルセグメントについて説明します。

 まず、不動産賃貸事業について、駅ビルのテナント売上高は、特にJR博
多シティが牽引し、全体として対前年110%を超えて推移いたしました
。なお、今期は、前年11月に開業したアミュプラザ⾧崎新館が通年で寄
与いたします。

 また、オフィスビルについては、前期に開業した物件を含めリーシング
状況は概ね堅調です。

 今年の5月には、福岡県で他社と共同で物流施設開発用地を取得いたし
ました。2025年度末の竣工に向けて開発を進めてまいります。

 次のページをご覧ください。



 次に、不動産販売事業について説明します。

 分譲マンション販売は当社初の東京での開発物件である「MJR深川住吉
」含めて前年に対して若干の増収で想定通りに推移しております。

 なお、前年の第1四半期に実施した賃貸マンションの売却の反動の影響が
あり、不動産販売事業全体としては減収となりました。

 次のページをご覧ください。



 次に、ホテル事業について説明します。

 インバウンド比率の高いホテルが牽引し、ADRは計画を上回る水準で推
移しました。特に東京、京都のホテルにおいては、インバウンド比率は9
割を超えており、ADRを引き上げる要因となっています。

 また、稼働率は前期の第4四半期をやや上回る水準でほぼ想定通りに推移
しております。

 次のページをご覧ください。



 流通・外食セグメントについては、小売店と飲食店の既存店いずれもが
好調に推移するとともに、前期に開店した店舗も順調に推移したことな
どから増収増益となりました。

 特に既存店については、駅立地店舗、郊外等の店舗いずれも好調に推移
し、お客さま単価も前期をやや上回る水準で推移しております。

 次に、「中期経営計画の取り組み状況」について説明します。23ページ
をご覧ください。







 当社は、2030年⾧期ビジョンの実現に向け、2024年度までの3か年の中
期経営計画において、「成⾧軌道への復帰を図る」ステージとし、3つの
重点戦略を推進しており、今期はその最終年度となります。

 次のページをご覧ください。



 まず、鉄道事業の事業構造改革について、未来鉄道プロジェクトの中から２つトピッ
クを説明します。

 １つ目として、5月末にJR九州アプリ初の大幅リニューアルを実施しました。今回の
リニューアルで、WEBサイトでのみ購入できていた割引きっぷがJR九州アプリでも
購入可能となったほか、アプリの操作性を向上いたしました。

 また、リニューアルに併せて、アプリ内でくじを引き、旅先が決まる「九州アプリ
くじきっぷ」を発売しました。このきっぷをきっかけとして多くの新規アプリユーザ
ーを獲得し、お客さまの裾野を拡大する機会となりました。

 ２つ目として、新技術である樹脂・金属プリンティング技術を活用した、鉄道部品の
効率的な修繕についてです。

 鉄道部品は従来製造中止の連絡を受けると在庫を確保しておく必要がありましたが、
この技術によって必要な数だけ適宜製造することが可能となり、コストも従来より安
価に抑えることが可能となりました。

 今後も効率的な修繕のあり方について検討を深めてまいります。

 次のページをご覧ください。



 次に、車両基地の建設・移転についてです。

 現在、在来線の車両メンテンナンスを行っている車両基地は建造から
100年以上が経過し、老朽化が進んでおります。

 災害リスクへの対応やメンテナンスをさらに安全かつ効率的に実施する
ため、移転先にて新たな車両基地を建設することを計画しております。

 新車両基地は、コンパクトで効率的な車両検査を目指すだけでなく、太
陽光エネルギーの活用及びＺＥＢ化の実現による環境配慮型の施設とす
る予定です。

 移転時期は2031年度末頃を予定しております。

 なお、移転後の現在の車両基地の跡地の活用については、今後検討を深
めてまいります。

 次のページをご覧ください。



 次に、西九州新幹線開業効果の最大化について説明します。

 開業2年目の西九州新幹線の1日あたりのご利用者数は、1年目を超える
水準で推移しております。また、定期ご利用者数は、開業以降引き続き
増加しており、新幹線の利便性を認知いただけていると考えておりま
す。

 また、JR⾧崎駅ビルは、前年11月にアミュプラザ⾧崎新館が開業、本年
3月に本館のリニューアルを実施し多くのお客さまにご利用いただいて
おり、近距離収入の増にも寄与しております。

 2025年には⾧崎市が主体となって実施している駅前広場の工事も完了
予定であり、引き続き駅周辺の賑わい創出を通して、西九州新幹線効果
の最大化を目指してまいります。

 次のページをご覧ください。



 次に、沿線自治体との包括連携協定についてご説明します。

 博多駅乗り入れの路線である篠栗線のご利用者数は増加傾向にあります
。その沿線自治体である粕屋町および篠栗町と、それぞれ本年5月と7月
に包括連携協定を締結しました。

 粕屋町は今後の人口増加が予想され、また、篠栗町は豊かな観光資源や
自然資源を持つ町です。

 今後もより一層自治体との連携を強め、地域の特性に合った取り組みの
検討を深めることで、ターミナル駅だけではない今後のまちづくりの可
能性を模索するとともに、沿線の定住人口や交流人口の増加と、それに
伴うサステナブルな鉄道事業の構築を図ってまいります。

 最後に「鉄道運賃・料金改定の申請」についてご説明します。29ページ
をご覧ください。





 鉄道運賃・料金の改定の認可申請についてご説明します。

 本年4月の収入原価算定要領の改正を受け、収入および原価の試算を進め
ておりましたが、準備が整ったため、7月19日に運賃・料金改定の認可
申請を行いました。申請した改定率は、運賃・料金全体で15.0％です。

 外部環境の変化により輸送需要がコロナ禍前の水準には戻らないと想定
しているほか、足元の物価上昇や設備の老朽化、人材確保などへ対応す
る必要性があると判断したため、今回、申請を行ったものです。

 申請が認可された場合は、2025年4月1日に改定を実施する予定です。

 これまでも安全とサービスを基盤として、事業継続のためスリムな業務
運営体制、機械化による省人化や効率的な検査・修繕を実施してまいり
ましたが、今後もこの取り組みを継続し、さらに安全性や生産性の向上
を図ってまいります。

 以上で説明を終わります。ご静聴ありがとうございました。




